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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜入院・入室状況＞

【退院】

・田中　こよ様～東合併
＜患者様連絡事項＞
・森　ヒデ様～持参薬）アムバロ配合ＯＤ錠1 T  1×朝食後　 

                      センノシド錠(12) 2 T  1×寝る前　 　5/11より2日分処方。
・袴田　将志様～不眠時）レボトミン(25)1T+トリアゾラム(0.125)1T　10回分処方。

・阿部　勉様～持参薬）プレドニゾロン錠(5)1T 、プレドニゾロン錠(1)3T　1×朝　5日分
処方。当院へ切り替えとなる。
・林　重雄様～便秘時）センノシド(12)2T（調整可）5回分処方。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。容姿やアニメに関する話し掛け頻回だが妄想発言は無い。対面時も穏やか。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・沼山　真紀子様～まとまりの無い発言を一方的に訴えてくる事あるもしつこさは無く切り上げる事は出来ている。落ち着きのなさ見られるも不穏さやトラブルは無い。
・藤井　崇史様～被害的な訴えあるも過度ではなく説明にて納得する事出来ている。眼光の鋭さや他者トラブルは無い。
・工藤　みず紀様～対面時礼節は保たれており不穏さは無い。時折ニヤツキは見られるも
過度でなく奇異行動も無い。
・木村　格治様～朝食後薬一時的に拒否し高圧的態度、声高さあり。再三の促し、介入にて内服するも妄想発言聞かれる。その後次第に高圧的態度消失し昼食後薬はスムーズに内服している。
・飯岡　裕子様～対面時は穏やかだが疼痛、血尿、顔色不良は持続。バイタルサインに変動はない。
・小山田　順様～悲観的発言や希死的な発言、行動化はない。「便が残っている、上がってきている」等訴えるが切迫性は無い。
・佐々木　美恵子様～9時、黄色水様物多量に嘔吐があり、便臭もある。頻脈だが他バイタルサイン異常無く、酸素飽和度98～99％で経過。声掛けに開眼しているが、発語は無く追視のみ。ライントラブル無し。
・和田　昌様～各食全量摂取し、バイタルサイン異常無し。コルセット装着しベッド臥床経過。腰痛の訴えなし。希死的な言動はなく、介助要求等が聞かれている。
＜措置入院患者様情報＞
・藤井　崇史様～被害的な訴えは持続しており、粗暴行為はないが他者へ詰め寄る等落ち着きのない行動見られている。以降大きなトラブルは無いも病的体験に左右された行動や発言は見られる。早期に入院形態の変更へ結びつけるように、看護介入していく。
